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水力発電ダムの建設には、ダム開発による経済的利

益と環境問題及び周辺住民の生活への影響が必ず

と言ってよい程対する。本著は、このようなダム開

発問題に対するアドボカシー活動を行っている NGO

や市民団体が直面する問題を分析する。事例として

メコン河におけるサヤブリダム対する、カンボジア

とベトナムにおけるNGOネットワークのアドボカシ

ー活動を取り上げる。本著は政策や法律などのフォ

ーマルルールと、慣習や文化の中に根差すインフォ

ーマルなルールがNGOのアドボカシー活動に与える

影響を分析した、他に類を見ない研究である。又本

著は、１９９５年メコン河協定におけるサヤブリダ

ムの事前協議のプロセス及び NGO・市民セクターの

関わりについて細かな分析を行い、事前協議における様々な課題を明らかにする。本著によ

り使われた分析枠組みは、今後の NGO や市民団体が活動を行っていく上で実践にも活用され

ることが期待される。 

 

著者プロフィール： 環境・水問題ガバナンスのスペシャリスト。日本及びスウェーデンの

エリクソン社において環境スペシャリストとして企業の環境問題に携わった後、東南アジア

をベースに国連開発計画、WWF 及び Mlup Baitong (カンボジアの環境ＮＧＯ)において、様々

な環境問題の実務に携わる。特にその中でもメコン河に関わる研究及びプロジェクト実践の

経験が豊富である。スコットランドにあるダンディー大学の水政策・

法・科学研究所(Centre for Water Law, Policy Science)にて研究員

を経たのち、同研究所より博士号を取得。2015 年 8 月半ばよりスウェ

ーデン及びオランダの研究機関において、ポスドク研究員として越境

河川問題の研究に従事予定。 
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